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巻
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号
）

　
筆
者
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
か
ら
二
〇
一
九
年
三
月
に
か
け

て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
所

（O
xford Centre for G

lobal H
istory

、
以
下
Ｏ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
）
に
客

員
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
同
研
究
所
で
中
世

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
牽
引
し
て
い
た
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ム

ズ
博
士
ら
と
と
も
に
共
同
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
帰
国
直
前

の
二
月
八
・
九
日
の
二
日
に
わ
た
っ
て
「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
：
グ
ロ
ー

バ
ル
な
中
世
に
お
け
る
国
家
な
き
空
間
」（M

edieval Zom
ias: 

Stateless Spaces in the G
lobal M

iddle Ages

）
と
題
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
本
稿
で
は
、
現
在
進
行
中
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
含
め
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
進
行
中
の
中
世
グ

ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
研
究
状
況
を
報
告
す
る
。

一
　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
所

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
歴
史
学
部
内
に
Ｏ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
が
創
設
さ

れ
た
の
は
二
〇
一
一
年
六
月
で
あ
る
。
所
長
は
初
代
ジ
ョ
ン
・
ダ
ー

ウ
ィ
ン
（
二
〇
一
一
―
一
二
）、
二
代
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ベ
リ
ッ
ク

（
二
〇
一
二
―
一
六
）、
三
代
エ
リ
カ
・
チ
ャ
ー
タ
ー
ズ
（
二
〇
一
六

―
一
八
）、
四
代
が
キ
ャ
サ
リ
ン
・
シ
ェ
ン
ク
と
パ
ト
リ
シ
ア
・
ク

ラ
ヴ
ァ
ン（
二
〇
一
八
―
一
九
）、現
在
は
再
び
エ
リ
カ
・
チ
ャ
ー
タ
ー

ズ
と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ト
ム
ソ
ン
の
両
名
で
あ
る
（
１
）

。

　
言
う
ま
で
も
な
く
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国

史
研
究
の
牙
城
で
も
あ
る
。
大
学
と
し
て
も
歴
史
学
部
と
し
て
も

イ
ギ
リ
ス
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
ち
、
出
版
局
で
は
『
オ
ッ
ク
ス

　
報
告
四

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
か
ら
「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」
へ

　
　
　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
　

　
　
　

小
　
澤
　
　
実
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
か
ら
「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」
へ
（
小
澤
）

フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』（O

xford English D
ictionary

）
と
『
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
人
名
辞
典
』（O

xford D
ictionary of N

ational 
Biography

）
と
い
う
歴
史
学
に
も
不
可
欠
の
レ
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
刊
行

し
、
現
首
相
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
政
治

家
を
輩
出
す
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
、
一
九
世
紀
以
来
の
イ

ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
知
的
人
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
機
能
し
続
け

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
大
学
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
支
配
の
学
と
し
て

の
側
面
も
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
も
ま
た
盛
ん
で
あ
っ
た
と

言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
以
来
海
外
展
開
を
続
け
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
は
、

二
〇
世
紀
初
頭
に
は
世
界
全
体
に
植
民
地
を
有
す
る
最
大
版
図
を
実

現
し
た
。
海
外
に
人
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張

り
巡
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
、
そ
れ
自
体
が
グ

ロ
ー
バ
ル
な
世
界
展
開
の
事
例
と
し
て
重
要
な
研
究
対
象
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
の
研
究
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史

研
究
に
お
い
て
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
当
該
分
野
に
お
け
る

ト
ピ
ッ
ク
選
好
は
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
一
線
を
画

す
と
い
う
認
識
を
持
つ
と
す
る
理
解
も
あ
る
一
方
で
（
２
）
、
取
り
扱
わ
れ

る
テ
ー
マ
そ
れ
自
体
は
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
強
調
す

る
内
容
で
も
あ
り
、
帝
国
史
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ

ス
ト
リ
ー
の
代
名
詞
と
し
て
拡
大
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
自
然
な
流
れ
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

に
は
、
ま
さ
に
帝
国
主
義
的
拡
大
の
一
途
に
あ
っ
た
一
九
〇
五
年

に
、
植
民
地
史
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
史
を
担
当
す
る
ベ
イ
ト
教
授
職

講
座
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
帝
国
主
義
研
究
の
屋
台
骨
の
一
つ
と
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
の
初
代
所
長
の
ジ
ョ
ン
・
ダ
ー

ウ
ィ
ン
は
ナ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
に
設
定
さ
れ
て
い
る
ベ
イ
ト

講
師
職
を
、
二
代
所
長
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ベ
リ
ッ
ク
は
ベ
イ
リ
オ

ル
・
カ
レ
ッ
ジ
と
紐
づ
け
ら
れ
た
同
教
授
職
を
歴
任
し
て
お
り
、
後

者
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
二
〇
一
〇
年
に
公
示
さ
れ
た
当
該
職

の
公
募
要
件
に
は
、「
こ
の
教
授
職
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
関
与
の

歴
史
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

史
も
し
く
は
帝
国
史
、
な
い
し
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
ど
の

よ
う
な
分
野
で
あ
れ
、
活
動
し
て
い
る
研
究
者
に
開
か
れ
て
い
る
」

（The B
eit Professorship is open to scholars w

orking in 
any field of British Com

m
onw

ealth or im
perial history, 

or of global history if it is connected w
ith the history of 

British involvem
ent abroad

）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
意
味
に
あ
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
Ｏ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
は
、
設
立
の
要
件
と

し
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
の
成
果
が
最
も
効
果
的
に
反
映
さ
れ
る

場
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
周
知
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
は
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
に
よ
る
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
論
を

そ
の
背
景
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
六
世
紀
以
降
の
「
世
界
の
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史
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一
体
化
」
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
急
速
な
「
発
展
」
を
前
提
と
し
た

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
は
、
繰
り
返
し
指
摘
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の
数
十
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

に
限
ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
せ
よ
フ
ラ
ン
ス
に
せ
よ
ド
イ
ツ
に
せ
よ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
標
榜
す
る
研
究
者
は
、
原
則
と
し
て
近
世

以
降
の
専
門
家
に
限
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
世

界
史
（
ワ
ー
ル
ド
ヒ
ス
ト
リ
ー
）、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
、
交
差
す
る
歴
史
（histoire croisé

）
な
ど
と
名
前
を
変
え

た
と
し
て
も
、「
世
界
の
一
体
化
」
が
起
点
と
な
る
状
況
は
さ
ほ
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
（
３
）
。
か
つ
て
社
会
史
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
グ

ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
も
歴
史
学
の
一
分
野
と
し
て
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
の

看
板
の
下
に
中
世
史
家
や
古
代
史
家
が
連
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ

た
、
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
（
た
だ
し
日
本
を
含
め
た
各
国

に
、
前
近
代
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
に
相
当
す
る
認
識
が

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
次
号
の
論
考
を
参
照
）。

　
他
方
で
Ｏ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
は
、
そ
の
設
立
当
初
か
ら
古
代
か
ら
近
現
代
に

い
た
る
通
時
性
を
特
徴
と
し
て
い
た
。古
代
史
家
の
ニ
コ
ラ
ス
・
パ
ー

セ
ル
や
中
世
史
家
の
ク
リ
ス
・
ウ
ィ
ッ
カ
ム
も
創
立
メ
ン
バ
ー
に
名

を
連
ね
て
お
り
、
帝
国
史
研
究
を
母
体
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
前
後

に
と
ど
ま
ら
な
い
広
が
り
を
Ｏ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
は
持
た
せ
よ
う
と
試
み
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
創
設
メ
ン
バ
ー
ら
が
編
集
を
に
な
っ
た
『
グ

ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
展
望
』
で
は
、
関
係
す
る
研
究
者
を
招
聘
し

て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
流
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
へ
の
接
近
方

法
が
開
陳
さ
れ
た
（
４
）

。
三
部
で
構
成
さ
れ
る
内
容
は
、
第
一
部
を
歴
史

社
会
学
と
経
済
学
と
い
う
他
分
野
と
の
接
合
を
、
第
二
部
で
は
前
近

代
史
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
、
第
三
部
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ア
メ
リ

カ
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
を
相
対
化
す
る
視
点
を
論
じ
て
い
る
。

二
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」（T

he G
lob

al M
id

d
le A

ges

）

　
Ｏ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
の
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
展
開
を

背
景
に
、
中
世
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

考
え
を
よ
り
具
体
的
に
持
ち
込
も
う
と
し
た
の
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ム
ズ
博
士
と
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
の

ナ
オ
ミ
・
ス
タ
ン
デ
ン
博
士
が
牽
引
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
対
外
関
係
を
専
門
と
す
る
ホ
ー
ム
ズ
博
士
と
中
世

中
国
の
遊
牧
民
族
政
権
を
専
門
と
す
る
ス
タ
ン
デ
ン
博
士
は
、
そ
も

そ
も
の
専
門
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
要
求
さ
れ
る
地
域
と
時
代
で

あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
学
界
と
勤
務
先
を
席
巻
す
る
に

つ
れ
て
、
中
世
に
対
し
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
意
識
す
る
の
は

自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
両
名
は
二
〇
一
二

年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
英
国
芸
術
人
文
研
究
会
議
（Arts and 

H
um

anities Research Council

）
そ
の
他
よ
り
「
グ
ロ
ー
バ
ル
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
か
ら
「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」
へ
（
小
澤
）

な
中
世
を
定
義
す
る
」（D

efining the G
lobal M

iddle Ages

）

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
金
の
援
助
を
受
け
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
、
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
大
学
を
拠
点
と
し

て
数
多
く
の
研
究
者
と
と
も
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
を
模
索
し

た
（
５
）

。
彼
女
ら
は
、
中
世
世
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
提
示
し

た
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ア
ブ
ー
＝
ル
ゴ
ド
と
地
域
間
比
較
と
同
一
時
代
に

お
け
る
類
似
性
を
指
摘
し
た
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
リ
ー
バ
ー
マ
ン
の
成
果

を
前
提
と
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
目
的
を
設
定
し
た
。

１
　
中
世
史
を
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
基
盤
の
上
に
う
ち
た
て
る
こ

と
。
ア
フ
リ
カ
と
南
北
ア
メ
リ
カ
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
と
い
う
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
他
の
時
代

か
ら
借
用
し
て
き
た
ま
ず
も
っ
て
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
議
論

に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
と
い
う
も
う
一
つ
の
形
と

は
た
だ
な
ら
な
い
よ
う
に
保
障
し
よ
う
と
試
み
る
。

２
　「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
が
、
中
世
そ
れ
自
体
で
経
験
さ
れ
た
よ
う
に
、

記
述
資
料
だ
け
で
な
く
物
質
資
料
、
そ
れ
も
、
エ
リ
ー
ト
層
の
国

際
交
易
へ
の
協
調
と
は
対
照
的
な
、
非
エ
リ
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
た
物
質
資
料
に
し
っ
か
り
と
し
た
注
意

を
払
う
こ
と
で
分
析
す
る
こ
と
。

３
　
喫
緊
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
か
つ
地
理
的
な

特
性
を
、
生
成
し
つ
つ
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
分
野
へ

と
付
け
加
え
る
こ
と
。

４
　
グ
ロ
ー
バ
ル
で
あ
っ
た
中
世
の
諸
基
礎
を
研
究
か
つ
教
授
す
る

た
め
の
実
務
的
か
つ
知
的
な
ト
ゥ
ー
ル
を
身
に
つ
け
、
拡
大
し
つ

つ
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
領
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可

能
な
、
英
国
そ
し
て
そ
こ
を
超
え
た
生
命
力
あ
る
歴
史
家
共
同
体

を
創
生
す
る
こ
と
（
６
）

。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
梗
概
と
特
徴
は
併
載

し
て
い
る
ホ
ー
ム
ズ
論
文
に
詳
細
に
譲
る
が
、
要
点
を
か
い
つ
ま

ん
で
述
べ
て
お
き
た
い
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
は
、
近
代
以
降

の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
た
だ
中
世
に
遡
ら
せ
た
も
の
で
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
大
を
正
当
化
す
る
も
の
で
も
な
い
。
当
該
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
タ
イ
ト
ル
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
を
所
与
の
前

提
と
し
て
取
り
扱
う
「
す
る
」（doing

）
で
は
無
く
「
定
義
す
る
」

（defining

）
と
い
う
動
詞
を
選
ん
だ
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
中
世
」

と
呼
ば
れ
る
時
代
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
論
じ
る
た

め
に
は
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
に
立
ち
戻
る
。
つ

ま
り
「
中
世
」
と
い
う
時
代
区
分
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
も
、
文
献
研
究
と
い

う
史
料
枠
組
み
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
も
一
旦
か
っ
こ
に
括
り
、（
一

応
）
フ
ラ
ッ
ト
な
場
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
の
構
築
を
図
ろ

う
と
す
る
。
そ
の
検
討
の
焦
点
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討
し
た
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「
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」（H

istoriography

）、「
時
代
区
分
」

（Periodization

）、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（N

etw
orks

）、「
文
化
を

記
録
す
る
」（Recording Cultures

）
で
あ
っ
た
。「
ヒ
ス
ト
リ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
は
近
代
を
中
心
と
す
る
グ
ロ
バ
ー
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

で
重
視
さ
れ
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
点
の
剔
抉
、「
時
代
区
分
」

は
西
洋
中
世
史
で
暗
黙
の
了
解
と
さ
れ
て
い
る
五
世
紀
か
ら
一
五
世

紀
と
い
う
フ
レ
ー
ム
の
妥
当
性
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
グ
ロ
ー
バ

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
キ
ー
タ
ー
ム
と
し
て
無
造
作
に
用
い
ら
れ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
概
念
の
再
検
討
、「
文
化
を
記
録
す
る
」
で
は
歴
史
学
の

基
本
史
料
で
あ
る
記
述
文
献
の
価
値
の
相
対
化
を
図
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。加
え
て
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
そ
の
空
間
設
定
で
あ
る
。

別
稿
で
述
べ
る
よ
う
に
、
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
標
榜
し

た
の
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
み
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
大
多
数
が

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
対
象
と
し
て
い
た
。し
か
し「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
で
は
、
地
中
海
の
彼
方
の
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て

大
西
洋
を
隔
て
た
ア
メ
リ
カ
を
も
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
点
に
、

類
似
の
試
み
か
ら
の
新
規
性
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
そ
の
成
果
と
し
て
二
〇
一
八
年
一
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
グ

ロ
ー
バ
ル
な
中
世
』
で
あ
る
（
７
）
。
か
な
り
の
分
量
を
持
つ
方
法
論
を
論

じ
た
導
入
部
と
初
期
近
代
と
の
接
続
を
論
じ
る
結
論
部
を
含
め
て

一
一
章
か
ら
な
る
本
論
集
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
を
定
義
す
る
」

で
検
討
さ
れ
た
諸
問
題
に
対
す
る
現
時
点
で
の
回
答
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
以
下
、
目
次
を
記
し
て
お
き
た
い
。

１
　
導
入
：
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
に
向
け
て
（
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー

ム
ズ
、
ナ
オ
ミ
・
ス
タ
ン
デ
ン
）

２
　
知
の
源
泉
：
諸
文
化
を
記
録
す
る
（
マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ト
ウ
）

３
　
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る（
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ド
ッ

ズ
・
ぺ
ノ
ッ
ク
、
ア
マ
ン
ダ
・
パ
ワ
ー
）

４
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
）

５
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
に
お
け
る
構
造
化
さ
れ
た
移
動
性
（
ナ
オ

ミ
・
ス
タ
ン
デ
ン
、
モ
ニ
カ
・
ホ
ワ
イ
ト
）

６
　
遠
距
離
諸
関
係
に
お
け
る
信
用
：
一
〇
〇
〇
―
一
六
〇
〇
年（
イ

ア
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
、
ア
ン
・
ハ
ワ
ー
）

７
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
の
経
済
的
想
像
力
（
サ
イ
モ
ン
・
ヤ
ロ
ー
）

８
　
定
住
、
景
観
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
：
歴
史
で
何
が
実
際
に
起
こ
っ
た

の
か
（
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ラ
イ
ザ
ー
、
ナ
オ
ミ
・
ス
タ
ン
デ
ン
、
ス

テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ワ
イ
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）

９
　
政
治
、一
〇
〇
〇
―
一
五
〇
〇
年
：
仲
裁
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
ヒ
ル
デ
・
デ
・
ヴ
ェ
ル
ト
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ム
ズ
、
ジ
ョ

ン
・
ワ
ッ
ツ
）

10
　
世
界
シ
ス
テ
ム
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
再
稼
働
す
る
（
グ
レ
ン
・
ダ

ル
ブ
リ
ッ
ジ
）

11
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
初
期
近
代
と
そ
れ
以
前
に
何
が
生
じ
て
い
た
か
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と
い
う
問
題
（
ア
ラ
ン
・
ス
ト
ラ
サ
ー
ン
）

　
本
論
集
の
特
徴
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
本
論
集
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
の
見
取
り
図
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
さ
し
あ
た

り
の
見
取
り
図
は
、
例
え
ば
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
版
世
界
史
』
の
該
当

巻
や
ク
リ
ス
・
ウ
ィ
ッ
カ
ム
の
単
著
に
任
せ
る
と
し
て
（
８
）
、
本
論
集
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
を
論
じ
る
際
の
方
法

論
の
模
索
と
そ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
極
め
て
特

徴
的
な
こ
と
に
、
多
く
の
章
は
、
異
な
る
地
域
の
専
門
家
に
よ
っ
て

共
同
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
九
章
は
、
中
国
史
家
、
ビ
ザ
ン
ツ

史
家
、
西
洋
史
家
の
共
同
作
業
に
よ
る
。
い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
の
、

多
く
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
歴
史
学
部
で
教
育
を
受
け
て
お
り
、

た
と
え
異
な
る
地
域
を
専
攻
し
て
い
て
も
、
そ
し
て
た
と
え
異
な
る

方
法
論
に
よ
っ
て
立
つ
と
し
て
も
、
相
対
的
に
対
話
可
能
な
ヒ
ス
ト

リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
の
中
で
教
育
を
受
け
研
究
を
進
め
て
き
た
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
成
果
で
も
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
い
ず

れ
の
章
も
、
こ
れ
が
決
定
的
な
方
法
論
で
あ
り
最
終
結
論
で
あ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
更
に
議
論
が
開
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
過
渡
期
の
中
間
報
告
で
あ
る
が
、
他
方
で
こ
こ

で
の
議
論
を
も
と
に
、
新
し
い
あ
り
方
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」

を
生
み
出
す
素
材
に
も
な
り
う
る
。
本
書
が
紙
媒
体
で
は
な
く
ウ
ェ

ブ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
い
う
形
式
で
全
体
を
配
布
し
て
い
る
の
は
、

（
英
語
の
普
遍
性
と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
の
権
威
を
背

景
と
し
て
）
世
界
中
の
読
者
と
の
対
話
を
促
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
。

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
歴
史
学
部
と
い
う
世
界
最
大
の
歴
史
学

組
織
を
背
景
と
し
た
試
み
だ
け
に
、
私
た
ち
は
本
書
に
大
き
な
期
待

を
抱
く
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
直
接
編
者
や
執
筆
者
を
知
る
筆

者
と
し
て
は
、
彼
女
ら
の
対
話
を
試
み
る
研
究
者
が
一
人
で
も
多
く

出
て
き
て
欲
し
い
と
は
思
う
。
他
方
で
一
点
、
大
き
な
問
題
点
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
編
者
ら
も
自
覚
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
際
し
て
は
、
中
東
、
中
央
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
朝

鮮
、
日
本
、
太
平
洋
な
ど
は
専
門
家
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
同
じ
史
学
科
内
に
こ
う
し
た
地
域
の
専
門
家
た
ち
を
当
た
り
前

の
よ
う
に
抱
え
る
日
本
の
歴
史
学
研
究
か
ら
見
れ
ば
奇
妙
な
こ
と
で

は
あ
る
が
、
欧
米
の
場
合
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
地
域
の
歴
史
研
究
に

つ
い
て
は
、
歴
史
学
で
は
な
く
東
洋
学
の
枠
組
み
で
今
だ
に
大
学
内

に
配
置
さ
れ
て
い
る
（
９
）
。
こ
う
し
た
制
度
上
の
壁
は
、
我
々
が
考
え
て

い
る
以
上
に
大
き
い
よ
う
で
あ
り
、
結
局
、
他
学
部
や
ロ
ン
ド
ン
大

学
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
所
（SO

A
S

）
に
コ
ン
タ
ク
ト
す
れ
ば
得
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
当
該
地
域
の
専
門
家
は
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
得
て
な
い
し
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
機
に
史
学
部
内
に
設
け
ら

れ
た
講
義
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
で
も
他
学
部
か
ら
の
応
援
は
得



－  100  －－  101  －

史
苑
（
第
八
〇
巻
第
一
号
）

ら
れ
て
い
な
い
。

　
私
の
滞
在
中
に
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
初
の
「
中
世
ユ
ー
ラ

シ
ア
史
」
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
公
示
さ
れ
た
が
、
採
用
さ
れ
た
の

は
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
研
究
者
で
あ
っ
た
（
誤
解
な
き
よ
う
申

し
上
げ
て
お
く
が
、
採
用
さ
れ
た
研
究
者
は
素
晴
ら
し
い
業
績
を

持
つ
イ
ス
ラ
ミ
ス
ト
で
あ
る
）。
私
た
ち
と
し
て
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

史
と
云
う
以
上
、
中
央
ア
ジ
ア
を
想
定
し
が
ち
だ
し
、
公
募
要
件

も
「
三
〇
〇
か
ら
一
三
〇
〇
年
の
中
世
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
。
一
つ
も
し

く
は
二
つ
以
上
以
下
の
地
域
を
専
門
と
す
る
も
の
：
中
国
を
含
む
東

ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
と
ス
テ
ッ
プ
地
帯
、
イ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
ム
世

界
。
た
だ
し
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ビ
ザ
ン
ツ
は
除
く（
（1
（

」
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
結
果
か
ら
見
て
、
現
在
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
中
世

史
に
と
っ
て
喫
緊
の
「
中
世
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
」
ス
タ
ッ
フ
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
史
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
学
部

教
育
と
紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
学
部
教
育
の
観
点
で
も
必
要
と

判
断
さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
と
い
う
制
約
も
あ
る
）。
私
た
ち
日

本
人
研
究
者
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
関
心
を
持
つ
向
き
は
、
日
本

史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
と
い
う
制
度
的
枠
組
み
を
嘆
く
こ
と
が
多
い

が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
限
ら
ず
欧
米
に
お
け
る
歴
史
学
は
、
歴

史
学
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
延
長
線
上
の
歴
史
と
い
う
、
更
に
大
き
な

制
度
的
枠
組
み
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
い
て
良

い
か
も
し
れ
な
い
。

三
　「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」（M

ed
ieval Z

om
ias

）

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
筆
者
は
、二
〇
一
八
年
度
の
一
年
間
、ホ
ー

ム
ズ
博
士
を
受
け
入
れ
教
員
と
し
て
Ｏ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
に
滞
在
し
た
。
筆
者

は
、
二
〇
一
六
年
度
に
採
択
さ
れ
た
科
研
費
国
際
共
同
研
究
加
速
基

金
（
国
際
共
同
研
究
強
化
）
遂
行
の
一
環
と
し
て
、
当
該
施
設
と
の

共
同
研
究
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た（
（1
（

。
他
方
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

側
で
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
を
定
義
す
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
す

で
に
終
了
し
て
お
り
、
次
の
段
階
に
進
む
必
要
が
あ
っ
た
。
五
月
に

ホ
ー
ム
ズ
博
士
と
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
中
庭
で
相
談
し

た
時
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
示
さ
れ
た
上
で
、「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」

は
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
受
け
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
が
、
近

世
か
ら
近
代
の
東
南
ア
ジ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ス
コ
ッ
ト
の
著
書
『
支
配
さ
れ
な
い
技
術
』
が
提
起
し
た
「
ゾ
ミ
ア
」

と
い
う
地
理
的
分
析
概
念
に
強
い
関
心
を
示
し
て
お
り
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
側
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う（
（1
（

。
中

心
に
い
た
の
は
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
』
の
寄
稿
者
で
も
あ
り
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
中
世
を
定
義
す
る
」
を
実
質
的
に
継
承
す
る
若
手
の
イ

ア
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
博
士
と
ア
マ
ン
ダ
・
パ
ワ
ー
博
士
で
あ
る
。
筆

者
は
そ
の
ス
コ
ッ
ト
の
主
著
も
読
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ホ
ー

ム
ズ
博
士
の
説
明
を
聞
く
に
つ
け
、
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
あ
り
う
る
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
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後
日
本
か
ら
翻
訳
を
取
り
寄
せ
て
通
読
す
る
に
、
網
野
善
彦
ら
が
提

起
し
た
い
く
つ
か
の
論
点
を
強
く
思
い
起
こ
し
な
が
ら
も
、
ゾ
ミ
ア

概
念
を
中
世
に
敷
衍
す
る
そ
の
や
り
方
に
可
能
性
を
感
じ
た
。

　
そ
の
後
、
資
金
繰
り
も
含
め
て
、
ホ
ー
ム
ズ
博
士
、
ス
タ
ン
デ
ン

博
士
、
フ
ォ
レ
ス
ト
博
士
、
パ
ワ
ー
博
士
そ
し
て
私
の
五
人
が
、
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
ホ
ー
ム
ズ
博
士
や
オ
リ
エ
ル
・
カ
レ
ッ

ジ
の
フ
ォ
レ
ス
ト
博
士
の
研
究
室
に
集
ま
り
、
毎
回
一
時
間
強
の
議

論
を
繰
り
返
し
た
。
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
も
数
十
通
で
は
聞
か
な
い

だ
ろ
う
。
私
自
身
、
日
本
で
は
何
度
も
そ
れ
な
り
に
大
き
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
複
数
日

に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
世
界
の
中
世
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
研

究
者
ら
と
そ
の
母
語
で
あ
る
英
語
で
計
画
す
る
と
い
う
の
は
初
め
て

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
応
分
の
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
し
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
専
門
的
な
議
論
を
進
め
る
彼
女
ら
の
い
う
こ

と
を
全
て
理
解
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
程
が

決
ま
っ
た
の
ち
、
最
終
的
に
フ
ォ
レ
ス
ト
博
士
が
議
論
の
結
果
を
ま

と
め
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
認
め
た
。
以
下
に
、
そ
の
主
張
文
を
再
録

し
て
お
き
た
い
。

　
二
〇
〇
九
年
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
コ
ッ
ト
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
高
地
を
記
述
す
る
た
め
に
「
ゾ
ミ
ア
」
と
い

う
用
語
を
用
い
た
。
そ
こ
で
は
社
会
、
文
化
、
政
治
が
―
―
二
〇
世

紀
半
ば
に
至
る
ま
で
―
―
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ビ

ル
マ
、
そ
し
て
中
国
の
中
核
と
な
る
低
地
領
域
と
は
全
く
異
な
る
条

件
が
広
が
っ
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
の
論
じ
る
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
低

地
は
容
易
に
成
長
し
つ
つ
あ
る
国
家
構
造
へ
と
組
み
込
ま
れ
た
の
に

対
し
、
ゾ
ミ
ア
の
民
は
容
易
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
彼
ら

の
農
業
は
一
時
的
な
や
り
方
で
空
間
を
利
用
し
、
彼
ら
は
読
み
書
き

が
で
き
ず
、
そ
し
て
独
自
の
言
語
と
文
化
を
備
え
て
い
た
。
統
治
政

体
は
彼
ら
の
も
と
に
到
達
し
、
彼
ら
を
数
え
上
げ
、
彼
ら
の
生
産
を

測
定
し
、
彼
ら
に
課
税
し
、
彼
ら
を
教
育
／
改
革
し
、
彼
ら
に
諸
制

度
を
担
わ
せ
、彼
ら
を
征
服
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
理
解
し
た
。

加
え
て
、
歴
史
学
、
人
類
学
、
開
発
諸
学
と
い
う
伝
統
的
学
問
枠
と

劇
的
か
つ
意
識
的
に
断
裂
す
る
こ
と
で
、
ス
コ
ッ
ト
は
、
ゾ
ミ
ア
を

統
治
さ
れ
ざ
る
と
す
る
こ
と
ご
と
は
、「
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
」「
自
然

な
」
社
会
の
遺
物
で
は
な
く
、
国
家
の
成
長
そ
れ
自
体
に
よ
る
歴
史

的
産
物
で
あ
る
と
の
主
張
も
し
た
。

　
ス
コ
ッ
ト
の
作
品
は
我
々
に
世
界
中
の
権
力
、
空
間
、
社
会
、
そ

し
て
文
化
を
比
較
と
い
う
視
野
で
考
え
る
た
め
の
新
し
い
モ
デ
ル
を

提
供
す
る
。
我
々
の
目
的
は
、
中
間
的
空
間
、
つ
ま
り
―
―
中
世
に

お
い
て
―
―
居
住
可
能
な
地
球
の
表
面
の
大
部
分
を
包
摂
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
空
間
で
は
な
く
、
国
家
や
「
文
明
」
の
周
辺
に
基
盤

を
置
く
、
今
流
通
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
モ
デ
ル
に

異
議
を
唱
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ゾ
ミ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
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よ
っ
て
私
た
ち
は
、
世
界
史
の
単
位
や
規
模
に
つ
い
て
の
前
提
を
問

い
直
し
、「
読
み
書
き
が
で
き
な
い
」、「
統
治
さ
れ
て
い
な
い
」、「
後

進
的
な
」
と
い
っ
た
よ
う
な
何
か
が
欠
け
て
い
る
と
か
何
ら
か
の
点

が
欠
如
し
て
い
た
と
通
常
で
あ
れ
ば
考
え
ら
れ
が
ち
な
社
会
に
つ
い

て
積
極
的
な
記
述
方
法
を
見
つ
け
る
よ
う
に
促
さ
れ
る
の
だ（
（1
（

。

　
会
議
は
二
〇
一
九
年
二
月
八
・
九
日
に
、
ブ
リ
テ
ン
全
体
を
視
野

に
収
め
た
中
世
史
で
画
期
的
な
成
果
を
収
め
、
オ
ー
ル
・
ソ
ウ
ル
ズ
・

カ
レ
ッ
ジ
の
チ
チ
ェ
リ
講
座
教
授
を
務
め
た
リ
ー
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス

の
名
を
冠
し
た
歴
史
学
部
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
以
上
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
沿
っ
た
チ
ェ
ア
、報
告
者
、デ
ィ
ス
カ
ッ

サ
ン
ト
合
わ
せ
て
お
お
よ
そ
四
〇
名
ほ
ど
が
招
待
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
日
本
側
の
報
告
メ
ン
バ
ー
は
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
史
の
筆
者
の

他
に
、
ブ
リ
テ
ン
史
の
鶴
島
博
和
（
熊
本
大
学
）、
イ
タ
リ
ア
史
の

佐
藤
公
美
（
甲
南
大
学
）、日
本
史
の
川
戸
貴
史
（
千
葉
経
済
大
学
）、

中
央
ア
ジ
ア
史
の
諫
早
庸
一
（
日
本
学
術
振
興
会
［
当
時
］）
で
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
の
選
別
条
件
は
、
英
語
で
報
告
で
き
る
こ
と
は
前
提
と
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
提
供
し
得
な
い
地
域
の
専
門
家
で
あ
る
こ
と
が
ひ

と
つ
、
ゾ
ミ
ア
と
い
う
概
念
に
関
心
を
示
す
こ
と
が
も
う
ひ
と
つ
、
外

国
史
を
専
門
と
し
て
い
た
と
し
て
も
日
本
や
東
ア
ジ
ア
に
も
一
定
以
上

の
関
心
と
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
さ
ら
な
る
条
件
で
あ
っ
た
。

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
側
の
提
案
で
、
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
一
人
当
た

り
三
〇
分
で
換
算
し
、
六
〇
分
も
し
く
は
九
〇
分
。
長
く
議
論
の
時

間
を
取
り
た
い
た
め
に
、
報
告
時
間
は
一
〇
分
と
さ
れ
た
（
た
だ
し

こ
れ
を
守
っ
た
人
は
少
な
か
っ
た
）。
全
部
で
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
用

意
さ
れ
た
。
報
告
者
は
全
体
と
し
て
ア
ー
リ
ー
キ
ャ
リ
ア
の
若
手
・

中
堅
が
多
数
を
占
め
、
専
門
も
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
文
化
人
類
学
、

地
理
学
、
考
古
学
、
地
域
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
は
な
く
メ
ソ
ア
メ

リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
近
東
、
中
央
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ
ア
、
日
本
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
今
回
の
目
的
は
何
か
結
論
を
出
そ
う
と
い
う

の
で
は
な
く
、
事
例
を
持
ち
寄
っ
て
「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」
と
い
う
ア

プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
以
下
に
全
体
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
二
月
八
日

導
入
　
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ム
ズ
、
ナ
オ
ミ
・
ス
タ
ン
デ
ン
、
小
澤
実

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
司
会
：
サ
イ
モ
ン
・
ヤ
ロ
ー
（
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
）

ア
レ
ズ
・
ア
ザ
ド
（
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
）

　「
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
再
考
：
イ
ス
ラ
ー
ム
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ゾ

ミ
ア
？
」

ル
イ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
（
ラ
イ
デ
ン
）

　「
国
家
に
抵
抗
す
る
ラ
ジ
カ
ル
な
ア
ー
カ
イ
ブ
：
一
時
的
自
立
地

帯
と
し
て
の
歴
史
的
ゾ
ミ
ア
」
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
か
ら
「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」
へ
（
小
澤
）

　
小
澤
実
（
立
教
大
学
）

　「
後
期
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
船

を
通
じ
た
共
同
体
形
成
」

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
司
会
：
ナ
オ
ミ
・
ス
タ
ン
デ
ン（
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
）

川
戸
貴
史
（
千
葉
経
済
大
学
）

　「
中
世
後
期
・
近
世
初
頭
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
の
ゾ
ミ
ア
民
と

し
て
の
倭
寇
」

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ラ
ン
ブ
ー
ン
（
デ
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ト
）

　「
イ
ン
ド
洋
世
界
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
の
ゾ
ミ
ア
」

ニ
ッ
ク
・
マ
シ
ュ
ー
（
ロ
ン
ド
ン
歴
史
研
究
所
）

　「
ゾ
ミ
ア
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ワ
ー
：
ア
ナ
ー
キ
ス

ト
な
試
行
錯
誤
に
向
け
て
」

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
司
会
：
パ
チ
ャ
・
パ
ノ
ン
バ
ン
（
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
）

フ
ィ
オ
ナ
・
マ
ッ
コ
ネ
ル
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
）

　「
地
理
学
、
ゾ
ミ
ア
、
地
域
研
究
に
関
す
る
知
識
の
生
産
」　

ナ
ヤ
ニ
カ
・
マ
サ
ー
ル
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
）

　「
北
イ
ン
ド
の
国
家
と
統
治
を
人
類
学
化
す
る
」　

要
約
１
　
イ
ア
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
）

　
二
月
九
日

第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
司
会
：
小
澤
実
（
立
教
大
学
）

ラ
ン
ス
・
パ
ー
シ
ー
（
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
）

　「
非
正
統
性
と
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ
と
：
中
期
中
国
史
に
お
け

る
東
北
ア
ジ
ア
境
界
域
に
関
す
る
歴
史
記
述
を
め
ぐ
る
議
論
」　

鶴
島
博
和
（
熊
本
大
学
）

　「
長
い
一
一
世
紀
（
九
七
三
―
一
一
三
五
）
に
お
け
る
二
つ
も
し

く
は
三
つ
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」」

マ
レ
ク
・
ヤ
ン
コ
ヴ
ィ
ア
ク
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
）、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
サ
ー
ナ
ー
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
）

　「
ビ
ザ
ン
ツ
と
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
の
辺
縁
で
」

第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
司
会
：
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ム
ズ
（
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
）

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ワ
イ
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
ヨ
ー
ク
）

　「
移
動
性
、
歴
史
、
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
」

諫
早
庸
一
（
日
本
学
術
振
興
会
）

　「
ゾ
ミ
ア
に
お
け
る
科
学
：
イ
ラ
ン
高
原
に
お
け
る
ニ
ザ
ー
ル
派

運
動
（
一
〇
九
〇
―
一
二
五
六
）」

佐
藤
公
美
（
甲
南
大
学
）

　「
中
世
末
期
イ
タ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
反
乱
と
境
界
域
」 
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要
約
　
ア
マ
ン
ダ
・
パ
ワ
ー
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド（
（1
（

）

　
結
論
と
し
て
、
最
初
に
イ
ア
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
博
士
が
提
示
し
た

目
的
が
達
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
い
う
と
、「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」
と

い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
可
能
性
と
し
て
は
十
分
認
め
ら
れ
る
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
報
告
時
間
一
〇
分
で
可
能
な
限
り
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
と
ろ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ペ
ー
パ
ー
そ
の
も
の
は
ア
イ
デ
ィ
ア
の
域
を
出
な
い
も
の
も
多

か
っ
た
（
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
の
で
そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
）。

　
出
席
者
や
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
反
応
か
ら
私
の
感
じ
た
範
囲
で
の
日

本
側
メ
ン
バ
ー
の
学
的
貢
献
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
海
域

や
知
識
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
ス
コ
ッ
ト

の
ゾ
ミ
ア
論
に
海
域
の
射
程
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
側
の
報
告
者
は
い
ず
れ
も
大
陸
世
界
の
中

の
ゾ
ミ
ア
を
前
提
と
し
て
い
た
。
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
船
舶
を
扱
っ
た

私
と
東
ア
ジ
ア
の
倭
寇
を
対
象
と
し
た
川
戸
氏
は
海
域
の
持
つ
ゾ
ミ

ア
的
性
格
を
強
調
し
た
し
、
イ
ラ
ン
高
原
に
お
け
る
知
的
要
素
の
継

承
を
論
じ
た
諫
早
氏
は
今
回
の
テ
ー
マ
に
人
間
集
団
の
み
な
ら
ず
知

識
を
参
入
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
示
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
扱
い
な
が
ら
異
な
る
背
景
を

持
つ
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
提
示
で
き
た
こ
と
。
鶴
島
氏
の
初

期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
構
造
論
と
佐
藤
氏
の
イ
タ
リ
ア
高
地
論
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
い
ず
れ
も
現
地
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
研
究
蓄
積
の
厚
い
分
野

で
あ
る
。
し
か
し
両
名
は
、
現
地
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
消

化
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
日
本
史
・
東
ア
ジ
ア
史
の
研
究
も
比

較
史
的
観
点
か
ら
積
み
重
ね
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
や
イ
タ
リ
ア
人

と
は
異
な
る
方
向
か
ら
の
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
。
各
国
に
お
け
る
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
差
異
と
そ
の
意
義

に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
ス
タ
ン
デ
ン
博
士
が
コ
メ
ン
ト
で
強
調
し
て

い
た
。

　
三
つ
目
に
、
東
ア
ジ
ア
と
中
央
ア
ジ
ア
の
専
門
家
の
報
告
が
可
能

で
あ
っ
た
こ
と
。
日
本
の
史
学
科
と
異
な
り
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
歴

史
学
部
は
、
原
則
、
ブ
リ
テ
ン
史
と
せ
い
ぜ
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
や
ア

メ
リ
カ
史
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ア

フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
そ
れ
以
外
の
地
域
は
、
史
学
科
で
は
な

く
言
語
研
究
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
地
域
研
究
学
部
に
ポ
ス
ト
が
分
類

さ
れ
て
い
る
（
ビ
ザ
ン
ツ
史
研
究
も
古
典
学
部
に
所
属
）。
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
の
場
合
、
イ
ス
ラ
ー
ム
史
、
中
国
史
、
日
本
史
な
ど
は

東
ア
ジ
ア
学
部
に
あ
り
、
必
ず
し
も
歴
史
学
部
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
を
定
義
す
る
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
時
も
中
央
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
日
本
な
ど
は
欠

如
し
て
い
た
。
今
回
、
日
本
研
究
の
川
戸
氏
と
中
央
ア
ジ
ア
史
の
諫

早
氏
の
報
告
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
側
が
提
供
し
得
な
い
が
、
日

本
で
は
厚
い
研
究
蓄
積
の
あ
る
地
域
の
研
究
を
提
供
し
た
と
い
う
意
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味
で
大
き
な
価
値
が
あ
っ
た
。

　
最
後
の
点
に
関
連
し
て
も
う
一
点
付
け
加
え
て
お
く
と
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
英
語
と
日
本
語
の
間
で
の
通
訳
を
用
意
し

て
い
た
こ
と
。
欧
米
研
究
の
中
で
ア
ジ
ア
史
の
位
置
が
必
ず
し
も
認

知
さ
れ
な
い
理
由
の
一
つ
に
、
ア
ジ
ア
側
の
欧
語
で
の
発
信
力
の
弱

さ
が
あ
る
。
現
実
問
題
と
し
て
、
多
数
の
地
域
の
専
門
家
が
集
ま
る

場
で
は
英
語
が
共
通
語
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
英
語
（
を
は
じ
め
と

す
る
研
究
言
語
）
で
報
告
し
な
い
限
り
は
、
各
国
で
の
研
究
蓄
積
は

当
該
国
の
中
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な

中
世
を
定
義
す
る
」
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
側

が
強
い
懸
念
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
、
メ
ン
バ
ー
の
選

出
に
先
立
っ
て
、
専
門
的
通
訳
の
雇
用
費
を
会
議
費
用
か
ら
捻
出
す

る
こ
と
は
早
い
段
階
で
決
ま
っ
て
い
た
。
会
議
通
訳
は
歴
史
学
の

タ
ー
ム
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
っ
た
た
め
、
英
語
日
本

語
に
堪
能
な
歴
史
家
に
依
頼
し
た
。
神
戸
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し

ウ
ェ
ル
カ
ム
医
学
史
研
究
所
で
研
究
員
を
務
め
て
い
た
キ
ム
・
ジ
ョ

ン
ラ
ン
博
士
で
あ
る
。
結
局
、
川
戸
氏
も
自
身
で
質
疑
応
答
を
こ
な

し
た
た
め
に
キ
ム
博
士
が
前
面
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
現
実

と
し
て
、
重
厚
な
現
地
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
理
解
し
史
料
を

知
悉
し
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
史
の
専
門
家
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
会

議
の
場
に
着
席
し
て
も
ら
う
場
合
、
通
訳
の
存
在
は
つ
ど
つ
ど
検
討

す
る
案
件
に
な
ろ
う
か
と
は
思
う
（
も
ち
ろ
ん
日
本
人
報
告
者
が
ヘ

ル
プ
を
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、
運
営
上
の
可
能
性
を
模

索
す
る
意
味
も
あ
っ
て
正
式
に
通
訳
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
）。

　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ィ
ナ
ー
は
徒
歩
圏
内
に
あ
る
レ
バ
ノ
ン
料
理

店
で
あ
っ
た
。
総
勢
五
〇
人
ほ
ど
が
参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
は
直
接
会
話
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

研
究
者
ら
と
も
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
学
術
会
議
が
学
問
的
成
果
を

出
す
こ
と
が
目
的
と
い
う
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
デ
ィ
ナ
ー
も
ま
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、
む
し
ろ
緊
張
が
解
け
て
い
る
上

に
時
間
の
余
裕
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
本
番
よ
り
も

生
産
的
な
議
論
が
で
き
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

四
　
今
後
に
お
い
て

　
二
〇
一
八
年
度
を
も
っ
て
科
研
費
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
（
国

際
共
同
研
究
強
化
）
と
し
て
の
Ｏ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
と
の
共
同
研
究
は
制
度
上

終
了
し
た
。
し
か
し
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
我
々
の
共
同
研
究
は

新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
。
筆
者
を
代
表
と
し
て
新
規
採
択
さ

れ
た
科
研
費
基
盤
研
究
Ａ
「
前
近
代
海
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
構
築
：

河
川
・
島
嶼
・
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
政
治
権
力
の
生
成
と
展
開
」

（
二
〇
一
九
―
二
三
年
：
課
題
番
号19H

00546

）
で
は
、
前
年
度

ま
で
の
科
研
の
成
果
を
受
け
て
、
さ
ら
な
る
展
開
を
狙
っ
て
い
る
。

一
つ
は
、
国
際
発
信
力
と
実
績
の
あ
る
中
堅
・
若
手
研
究
者
を
中
心
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に
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
一
つ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
半
島
の
専
門
家

の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
海
域
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ
ア
の
専
門
家

に
も
分
担
者
と
し
て
協
力
を
仰
い
で
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ズ
博
士
や
ス
タ
ン
デ
ン
博
士
に
加

え
て
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士

や
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
ク
博
士
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
ア
ル
バ

ン
・
ゴ
テ
ィ
エ
博
士
や
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
プ
リ
ジ
ャ
ン
博
士
に
も
研

究
協
力
者
や
招
聘
研
究
者
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
世
界
の
学
術
共
同
体
は
、
人
文
学
で
す
ら
、
英
語
と
い
う
共

通
語
を
得
て
表
面
的
に
は
一
体
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

実
の
と
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
持
つ
学
的
独
自
性
と
そ
れ
が
構

築
し
て
き
た
各
国
単
位
・
言
語
単
位
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

持
つ
重
力
は
、
甚
だ
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
言
語
障
壁
も
あ
っ
て
あ
る
種
の
学
問
的
海
禁
状
態
に
置
か
れ
て

い
た
日
本
は
、
あ
る
意
味
、
フ
ラ
ッ
ト
に
海
外
諸
国
と
の
研
究
協
力

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
感
じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
中
世

的
ゾ
ミ
ア
の
一
部
を
な
す
こ
と
が
前
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
確

認
さ
れ
、
な
お
か
つ
欧
米
諸
国
で
も
研
究
途
上
に
あ
る
海
域
を
中
心

的
テ
ー
マ
に
据
え
る
こ
と
で
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
独
自
の
貢
献

を
世
界
の
ア
カ
デ
ミ
ア
に
還
元
す
る
可
能
性
を
十
分
に
持
ち
得
て
い

る
。

　
以
上
の
科
研
採
択
を
受
け
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
側
と
の
研
究

協
力
も
次
の
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る

イ
ア
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
博
士
か
ら
は
、
次
年
度
以
降
、
新
た
な
報
告

者
に
よ
る
「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
日
本
で
同
時
に
開
催
し
、
報
告
を
セ
レ
ク
ト
し
て

論
集
と
し
て
刊
行
で
き
な
い
か
と
打
診
を
受
け
て
い
る（
（1
（

。
そ
の
際
、

可
能
で
あ
れ
ば
、
英
語
と
日
本
語
を
同
時
に
世
に
問
い
た
い
と
の
こ

と
。
日
本
の
出
版
事
情
を
考
え
れ
ば
や
や
も
の
困
難
を
感
じ
る
が
、

も
し
実
現
し
た
と
す
れ
ば
、
内
容
面
だ
け
で
な
く
協
力
体
制
と
し
て

も
画
期
的
な
試
み
と
な
る
だ
ろ
う
。
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註（１
）  https://globalhistory.w

eb.ox.ac.uk/director-and-
com

m
ittees

（
2
）
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ポ
ー
タ
ー（
中
村
武
司
・
林
剛
志
訳
）「
イ
ギ
リ
ス

帝
国
史
研
究
の
現
在
」『
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
一
、二
〇
〇
四

年
、
三
四ｰ

四
八
頁
。

（
3
）
例
え
ば『
思
想
』
一
一
二
七
号（
二
〇
一
八
年
）
の
特
集「〈
世
界
史
〉

を
い
か
に
語
る
か
　
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
歴
史
像
」
を
参
照
。

（
4
）Jam

es B
elich et al. eds., T

he P
rospect of G

lobal 
H

istory , O
xford, O

xford U
P, 2016.

（
5
）
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、http://globalm

iddleages.history.ox.ac.
uk/

そ
の
概
要
は
、C

atherine H
olm

es and N
aom

i Standen, 
“D

efining the G
lobal M

iddle Ages”, The M
edieval W

orlds , 
1, 2015, pp. 106-117.

（
6
）http://globalm

iddleages.history.ox.ac.uk/?page_id=8

：1. To establish m
edieval history on a truly global footing: 

by integrating Africa and the Am
ericas it seeks to ensure 

that the new
 field of global m

edieval history does not 
sim

ply becom
e another form

 of Eurasian history shaped 
by prim

arily E
urocentric debates borrow

ed from
 other 

periods 2. To analyse the global as it w
as experienced in 

the M
iddle A

ges itself, paying close attention to m
aterial 

as w
ell as w

ritten evidence, particularly m
aterial 

produced in non-elite contexts, in contrast an em
phasis 

on high-end international trade. 3. T
o add m

uch 
needed chronological and geographical specificity to the 
em

erging field of global history4. To create a vibrant 

com
m

unity of historians across the U
nited K

ingdom
 and 

beyond w
ho are arm

ed w
ith the practical and intellectual 

tools to research and teach the fundam
entals of a M

iddle 
Ages that w

as global and w
ho can also contribute to the 

expanding field of global history.

（
7
）C

atherine H
olm

es and N
aom

i Standen (ed.,) T
he 

G
lobal M

iddle Ages , Past and Present Supplem
ent Series 

13, O
xford, O

xford U
P, 2018

（https://academ
ic.oup.com

/
past/issue/238/suppl_13

）.

（
8
）B

enjam
in Z. K

edar, and M
erry W

iesner-H
anks (ed.), 

C
am

bridge W
orld H

istory, V
olum

e 5: E
xpanding W

ebs 
of E

xchange and C
onflict, 500C

E
–1500C

E
, C

am
bridge, 

C
am

bridge U
P, 2015; C

hris W
ickham

, T
he M

edieval 
E

urope , N
ew

 H
aven, Yale U

P, 2017.

（
9
）
ス
タ
ン
デ
ン
博
士
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
歴
史
学
科
が
始
ま
っ
て

以
来
初
め
て
の
中
国
を
専
門
と
す
る
中
世
史
担
当
教
員
で
あ
る
。

（
10
）https://w

w
w

.trinity.ox.ac.uk/w
ordpress/w

p-content/
uploads/2018/11/T

rinity-H
istory-C

U
F

-F
P

s.pdf :the 
history of m

edieval E
urasia c.300-c.1300 C

E
, w

ho have 
a specialism

 in one or m
ore of the follow

ing areas: E
ast 

Asia including China; Central Asia and the steppe; India; 
the Indian O

cean; and the Islam
ic W

orld; but not the 
W

estern European and Byzantine w
orlds.

（
11
）
科
研
費
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金（
国
際
共
同
研
究
強
化
）「
ス
カ

ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
と
そ
の
影
響
圏
に
お
け
る
ル
ー
ン
石
碑
の
総
合
研

究
」（
課
題
番
号15K

K
0062

）

（
12
）Jam

es Scott, T
he A

rt of N
ot B

eing G
overned: A

n 
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Anarchist H
istory of U

pland Southeast Asia , N
ew

 H
aven, 

Y
ale U

P, 2010

（
佐
藤
仁
監
訳『
ゾ
ミ
ア
　
脱
国
家
の
世
界
史
』
み

す
ず
書
房
、
二
〇
一
三
）。

（
13
）In 2009 Jam

es C
. Scott used the term

-of-art ‘Zom
ia’ 

to describe a transnational upland region of Southeast 
A

sia w
here society, culture and politics w

ere – until the 
m

id-tw
entieth century – quite distinct from

 conditions in 
the core low

land territories of Cam
bodia, Laos, Vietnam

, 
B

urm
a, and C

hina. W
hereas the low

lands w
ere easily 

incorporated into grow
ing state structures, Scott argued, 

the populations of Zom
ia defied easy assim

ilation.  Their 
agriculture utilised space in a tem

porary m
anner, they 

w
ere not literate, they had distinctive languages and 

cultures; governm
ents found it hard to reach them

, count 
them

, m
easure their produce, tax them

, educate/reform
 

them
, im

pose institutions upon them
, or to conquer 

them
.  In addition, in a dram

atic and conscious break 
w

ith traditional scholarship in H
istory, A

nthropology 
and D

evelopm
ent Studies, Scott also claim

ed that the 
things m

aking Zom
ia un-governable w

ere not the relics 
of m

ore ‘prim
itive’ or ‘natural’ societies, but historical 

products of state grow
th itself.

	

　Scott’s w
ork provides us w

ith a new
 m

odel for thinking 
about pow

er, space, society and culture across the 
w

orld in a com
parative fashion.  O

ur aim
 is to challenge 

existing m
odels of global history, w

hich have been based 
around states or ‘civilizations’ rather than the spaces in-

betw
een, spaces w

hich – in the M
iddle Ages – m

ay have 
encom

passed the m
ajority of the inhabitable surface 

area of the globe.  Thinking about zom
ias encourages 

us to question our assum
ptions about unit and scale in 

w
orld history, and to find w

ays of w
riting in positive 

term
s about societies usually deem

ed to lack som
ething 

or have failed in som
e w

ay: ‘non-literate’, ‘un-governed’, 
‘backw

ards’ and so on.

（
14
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
参
照
。https://global.history.ox.ac.

uk/event/conference-m
edieval-zom

ias-stateless-spaces-
global-m

iddle-ages

（
15
）
次
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
三
・
四
日
に
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
で

も
フ
ォ
レ
ス
ト
博
士
他
海
外
研
究
者
を
招
待
し
、
三
回
目
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）
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